
藤
原
公
時
は
公
家
の
名
門
の
家
で
あ
る
閑
院
太
政
大
臣
藤
原
公
季
流
の

は
じ
め
に

『
公
時
集
」
考

藤
原
公
時

藤
原
実
国
の
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
「
尊
卑
分
脈
」
に
「
従
二
位
参
木

（
参
議
）
中
将
頭
権
中
納
言
本
名
公
輔
」
と
あ
り
、
保
元
二
（
一

一
五
七
）
年
に
生
ま
れ
、
承
元
三
（
一
二
○
九
）
年
に
出
家
し
、
承
久
二

（
一
二
二
○
）
年
に
没
し
て
い
る
。
法
名
は
寂
澄
、
享
年
は
六
十
四
歳
で
あ

っ
た
。

公
時
歌
は
「
千
載
集
」
以
下
の
勅
撰
集
に
四
首
入
集
す
る
も
の
の
、
「
新

古
今
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
後
世
に
評
価
さ
れ
な
か

っ
た
所
以
は
こ
の
「
新
古
今
集
」
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影

響
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

歌
人
と
し
て
の
評
価
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た
公
時
で
あ
る
が
、
歌
合

に
は
た
び
た
び
出
詠
し
て
い
た
。
治
承
二
（
一
一
七
八
）
年
に
「
賀
茂
社

歌
合
」
、
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
に
藤
原
経
房
主
催
の
「
歌
合
」
、
建
久

六
（
一
一
九
五
）
年
に
同
じ
く
藤
原
経
房
主
催
の
「
民
部
卿
家
歌
合
」
に
、

殿
本
佳
美

１１

千
載
集
時
代
の
歌
人
藤
原
公
時
は
当
時
の
公
家
日
記
に
も
詳
し
く
語
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
名
は
「
和
歌
大
辞
典
」
な
ど
と
い
っ
た
辞
書
類

に
は
立
項
さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
家
集
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
近
年
に
な
っ
て
そ
の
家
集
で
あ
る
「
公
時
集
」
の
断
簡
と
思
わ
れ

（
１
）

（
ワ
ニ

る
古
筆
切
が
田
中
登
氏
と
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。
本
稿

で
は
ま
ず
勅
撰
集
や
私
撰
集
な
ど
収
載
さ
れ
た
公
時
歌
を
整
理
し
、
さ
ら

に
「
公
時
集
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
を
試
み
た
い
。



正
治
二
（
一
二
○
○
）
年
に
「
石
清
水
若
宮
歌
合
」
に
出
詠
し
、
定
家
や

丹
後
な
ど
と
番
わ
さ
れ
た
結
果
五
勝
二
敗
十
一
引
き
分
け
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
か
ら
公
時
は
決
し
て
歌
を
詠
む
こ
と
が
不
得
手
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
後
に
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
撰
者
と
な
る
定
家
や
同
集
に

九
首
入
集
す
る
丹
後
に
負
け
な
い
成
織
を
修
め
て
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
公
時
出
詠
の
歌
合
名
、
判
者
、
番
わ
さ
れ
た
歌
人
名
お
よ
び
勝
敗

を
あ
げ
る
。
「
賀
茂
社
歌
合
』
が
開
催
さ
れ
た
の
は
公
時
が
二
十
一
歳
、
定

家
が
十
七
歳
の
と
き
で
あ
り
、
定
家
が
初
め
て
歌
壇
に
登
場
し
た
歌
合
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
賀
茂
社
歌
合
」
治
承
二
（
一
一
七
八
）
年

左
方
ｌ
公
時
右
方
ｌ
定
家
一
勝
二
持
判
者
釈
阿

「
民
部
卿
家
歌
合
建
久
六
年
」
建
久
六
（
一
一
九
五
）
年

左
方
ｌ
公
時
右
方
ｌ
関
白
家
丹
後
二
勝
二
負
一
持
判
者
釈
阿

【
生
前
に
収
載
さ
れ
た
歌
集
】

「
千
載
和
歌
集
」
文
治
四
（
二
八
八
）
年

賀
茂
社
歌
合
と
て
人
人
よ
み
侍
り
け
る
時
、
花
の
う
た

と
て
よ
め
る
藤
原
公
時
朝
臣

配
と
し
を
へ
て
お
な
じ
桜
の
花
の
色
を
染
め
ま
す
も
の
は
心
な
り
け
り

（
巻
第
一
春
歌
上
）
（
「
題
林
愚
抄
」
剛
）

賀
茂
社
後
番
歌
合
と
て
、
神
主
重
保
が
よ
ま
せ
侍
り

け
る
時
よ
め
る
藤
原
公
時
朝
臣

酬
い
し
ま
ゆ
く
み
た
ら
し
川
の
お
と
さ
え
て
月
や
む
す
ば
ぬ
こ
ほ
り
な
る

ら
ん
（
巻
第
四
秋
歌
上
）

「
月
詣
和
歌
集
」
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年

賀
茂
歌
合
に
、
花
を
藤
原
公
時
朝
臣

筋
と
し
を
へ
て
お
な
じ
桜
の
花
の
色
を
染
め
ま
す
も
の
は
心
な
る
ら
ん

「
玄
玉
和
歌
集
」
建
久
二
（
一
一
九
一
）
～
三
（
一
一
九
二
）
年
頃

「
石
清
水
若
宮
歌
合
正
治
二
年
』
正
治
二
（
一
二
○
○
）
年

左
方
ｌ
公
時
右
方
ｌ
法
眼
実
快
一
勝
四
持
判
者
源
通
親

二
、
収
賊
歌
集

1２

「
歌
合
文
治
二
年
十
月
廿
二
日
」
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
（
藤
原
経
房

主
催
）左

方
ｌ
公
時
右
方
ｌ
皇
后
宮
権
亮
公
衡
一
勝
四
持
衆
議
判



題
不
知
宰
相
中
将
公
時
卿

獅
山
里
の
あ
さ
け
の
水
も
い
か
が
せ
ん
そ
と
も
の
を
が
は
氷
し
に
け
り

【
没
後
に
収
載
さ
れ
た
歌
集
】

『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
永
徳
二
（
一
三
八
三
）
年

題
し
ら
ず
権
中
納
言
公
時

郷
ね
や
の
う
へ
に
つ
も
る
木
の
は
を
吹
分
け
て
風
ぞ
い
た
ま
の
月
は
み
せ

け
る

「
題
林
愚
抄
」
室
町
時
代
中
期

・
春
部
三
桜
（
干
赦
）
・
冬
部
中
冬
月
（
新
後
拾
）

当
時
の
公
時
の
歌
人
と
し
て
の
評
価
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
生
前

と
没
後
の
収
載
歌
集
を
分
け
て
あ
げ
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
生
前

に
収
載
さ
れ
た
歌
集
で
現
存
す
る
も
の
は
「
千
載
和
歌
集
」
「
月
詣
和
歌

集
」
「
玄
玉
和
歌
集
」
の
み
で
歌
数
も
三
首
と
少
な
い
が
、
そ
の
中
で
も

「
千
載
和
歌
集
」
と
「
月
詣
和
歌
集
」
両
集
に
採
ら
れ
た
「
と
し
を
へ
て
」

歌
は
、
当
時
の
歌
壇
で
評
価
さ
れ
た
歌
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
定
家

と
番
わ
さ
れ
た
「
賀
茂
社
歌
合
」
に
お
い
て
唯
一
の
勝
歌
で
あ
る
「
と
し

を
へ
て
」
歌
が
、
俊
成
に
よ
っ
て
「
左
、
お
な
じ
桜
の
花
の
色
を
染
め
ま

す
物
は
と
い
へ
る
心
す
が
た
い
と
を
か
し
ぐ
も
侍
る
か
な
、
右
、
た
れ
ま

が
へ
け
ん
み
ね
の
白
雲
と
い
へ
る
心
も
よ
ろ
し
き
に
や
と
み
え
侍
れ
ど
、

左
歌
な
ほ
め
づ
ら
し
く
も
み
え
侍
れ
ば
左
勝
つ
べ
き
に
や
侍
ら
ん
」
と
判

水
鳥
参
議
藤
原
公
時

Ⅷ
さ
ゆ
る
よ
は
鴛
鴬
の
毛
衣
う
す
し
と
や
霜
の
う
は
ぎ
を
猶
か
さ
ぬ
ら
ん

（
巻
第
九
冬
部
上
）

「
歌
枕
名
寄
」
嘉
元
元
（
一
三
○
三
）
年
前
後

千
四
月
藤
原
公
時
朝
臣

刷
石
ま
ゆ
く
御
手
洗
河
の
お
と
さ
え
て
月
や
む
す
ぱ
む
こ
ほ
り
な
る
ら
ん

（
巻
第
九
冬
部
上
）

1３

（
巻
第
六
冬
歌
）
今
題
林
愚
抄
」
鋤
）

「
新
続
古
今
和
歌
集
」
永
享
一
一
（
一
四
三
九
）
年

羅
中
述
懐
権
中
納
言
公
時

蝋
都
お
も
ふ
野
辺
の
仮
庵
の
旅
衣
こ
れ
や
う
き
世
の
露
の
下
臥

（
巻
第
十
繍
旅
歌
）

「
和
漢
兼
作
集
」
弘
安
元
（
一
二
七
九
）
年
頃

暁
鴬
騨
竹
間
参
議
藤
原
公
時
一
三

い
つ
て
ん
の
と
も
し
び
の
こ
り
て
け
ぶ
り
の
そ
こ
の
ゐ
ん
ご
か
う
の
ろ
う
て
ん
じ
て
み
ど
り
の
う
ち
の
こ
ゑ

㈹
一
点
灯
残
煙
底
韻
五
更
漏
転
緑
中
声

（
巻
第
一
春
部
上
）

野
径
秋
興
参
議
藤
原
公
時

剛
わ
け
き
つ
る
野
辺
の
あ
は
れ
の
中
に
猶
こ
は
ぎ
が
も
と
に
し
か
の
鳴
く

な
る

（
巻
第
七
秋
部
中
）



ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
積
極
的
な
評
価
を
得
た
と
は
言
い
難
い
が
、

し
か
し
な
が
ら
「
千
載
和
歌
集
」
の
撰
者
で
も
あ
る
俊
成
か
ら
一
定
の
評

価
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
「
賀
茂
社
歌
合
」
の
勝
敗
お
よ
び
「
千

載
和
歌
集
』
に
入
集
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
よ
う
。

没
後
、
勅
撰
集
に
収
載
さ
れ
た
歌
は
南
北
朝
時
代
の
「
新
後
拾
遺
和
歌

集
」
と
室
町
時
代
の
「
新
続
古
今
和
歌
集
」
に
収
載
さ
れ
た
二
首
の
み
で

あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
中
期
成
立
の
「
和
漢
兼
作
集
」
に
そ
の
名
が
み
え
る

こ
と
は
、
公
時
が
和
歌
と
漢
詩
の
両
方
を
よ
く
し
た
人
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
名
の
下
の
．
三
」
と
は
漢
詩
一
句
、
和
歌
三
首
が
収
載
さ
れ
て

い
る
意
で
、
現
存
す
る
和
歌
は
二
首
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
あ
と
一
首
あ

い
る
意
で
、
現
存
す
る
和
歌
は
一

つ
た
こ
と
が
そ
こ
か
ら
わ
か
る
。

田
中
登
氏
が
紹
介
さ
れ
た
伝
藤
原
為
家
筆
六
半
切
は
、
も
と
六
半
の
冊

子
本
で
縦
十
五
・
八
セ
ン
チ
、
横
十
五
セ
ン
チ
、
歌
一
首
二
行
書
き
、
一

面
九
行
書
き
の
断
簡
で
あ
る
。
次
に
翻
刻
を
あ
げ
、
私
に
歌
番
号
を
付
し

た
。 し

も
両
勅
撰
集
に
依
っ
た
意
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

以
上
、
断
簡
が
紹
介
さ
れ
る
ま
で
の
数
少
な
い
公
時
の
作
歌
活
動
を
辿

っ
て
み
る
と
、
地
味
な
が
ら
も
歌
合
の
場
に
お
い
て
は
活
躍
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
が
窺
え
、
勅
撰
集
や
私
撰
集
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
前

や
後
世
に
お
い
て
も
あ
る
一
定
の
評
価
は
得
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
名
門
貴
族
の
出
で
あ
り
位
も
高
く
歌
も
漢
詩
も
よ
く
し
た
藤
原
公
時

と
い
う
人
物
は
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
平
成
九
年
に
ま
ず
田
中
登
氏
が
そ
の
公
時
の
家
集
で
あ
る
「
公

時
集
」
の
断
簡
一
葉
を
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
に
は
冷
泉
家

時
雨
亭
叢
書
か
ら
は
断
簡
一
折
（
二
丁
四
面
分
）
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
家
集
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
伝
藤
原
為
家
箪
六
半
切

「
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
」
（
五
）
所
収

1４

中
世
以
来
多
く
編
ま
れ
た
名
所
歌
集
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
歌
枕
名
寄
」

に
は
「
石
ま
ゆ
く
」
歌
が
「
千
戦
和
歌
集
」
か
ら
採
ら
れ
て
お
り
、
室
町

時
代
中
期
の
題
詠
歌
集
『
題
林
愚
抄
」
に
は
「
千
蔽
和
歌
集
」
か
ら
「
と

し
を
へ
て
」
歌
と
「
新
後
拾
遺
和
歌
集
」
か
ら
「
ね
や
の
う
へ
に
」
歌
が

採
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
歌
は
「
新
後
拾
遺
和
歌
集
」
で
は
「
題

し
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
題
林
愚
抄
」
で
は
「
冬
月
」
題
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
先
に
あ
げ
た
「
題
林
愚
抄
」
の
（
千
載
）
（
新
後
拾
）
は

掲
出
の
便
宜
を
図
っ
て
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
題
林
愚
抄
』
が
必
ず



断
簡
Ａ

①
く
も
り
も
あ
へ
ず
あ
ら
れ
ふ
る
な
り

①
は
上
句
の
み
、
②
⑦
）
は
詞
書
と
歌
、
④
は
詞
書
と
上
句
の
み
で
、
詠

歌
内
容
を
見
る
と
冬
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
平
成
新
修
古
筆
資
料

集
」
の
田
中
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
②
の
「
た
づ
ぬ
れ
ば
」
歌
の
詞
普
に

あ
る
「
民
部
卿
＃
家
歌
合
深
雪
」
と
あ
る
歌
が
ま
さ
し
く
一
、
で
あ
げ
た

建
久
六
年
の
民
部
卿
家
歌
合
で
の
公
時
の
詠
作
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
断
簡
が
「
公
時
集
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
解
説
に
書

写
年
代
は
鎌
倉
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
と
あ
り
、
本
稿
も
そ
れ
に
従
っ

て
お
く
。

民
部
卿
経
屑
家
歌
合
深
雪

断
簡
Ｂ
Ｉ
ｌ
－
オ

春

賀
茂
歌
合
霞

⑤
み
ふ
ね
や
ま
そ
こ
と
も
み
え
ぬ
か
す
み
に
は

を
ち
く
る
た
き
の
を
と
の
み
ぞ
す
る

山
路
霞

次
に
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
に
断
簡
Ａ
の
ツ
レ
と
思
わ
れ
る
断
簡
が
紹
介

さ
れ
、
解
題
は
同
じ
く
田
中
氏
が
担
当
さ
れ
た
。
こ
の
断
簡
は
も
と
綴
葉

装
の
析
形
本
で
縦
十
六
・
二
セ
ン
チ
、
横
十
五
・
四
セ
ン
チ
、
措
紙
打
紙

に
歌
一
首
二
行
書
き
、
一
面
九
行
書
き
で
あ
る
。
図
版
で
も
綴
じ
穴
が
確

認
で
き
、
こ
れ
は
綴
じ
糸
か
ら
外
さ
れ
た
一
枚
一
折
（
二
丁
四
面
分
）
で

あ
り
、
書
写
年
代
は
鎌
倉
中
期
か
ら
後
期
と
さ
れ
て
い
る
。
虫
損
や
裏
写

り
の
た
め
、
判
読
し
が
た
い
箇
所
も
多
い
が
、
こ
れ
も
翻
刻
を
あ
げ
、
私

に
丁
数
お
よ
び
歌
番
号
を
付
し
た
。

翻
刻
の
虫
損
お
よ
び
判
読
不
能
の
箇
所
に
は
、
ｎ
丙
に
想
定
さ
れ
る
文

字
を
記
し
た
。

四
、
伝
藤
原
為
家
箪
公
時
集

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
「
古
筆
切
拾
遺
（
二
）
」
所
収

1５

②
た
づ
ぬ
れ
ば
ふ
り
つ
む
ゆ
き
の
し
た
に
こ
そ

こ
し
の
さ
と
人
こ
ゑ
あ
は
す
な
れ

松
上
雪

③
う
づ
も
る
、
ま
つ
の
さ
え
だ
の
を
の
れ
を
き
て

て
ら
す
も
ゆ
き
の
ふ
る
か
と
ぞ
見
る

慈
円
僧
正
報
音
講
雪
中
聞
法

④
あ
か
な
く
に
の
こ
り
の
こ
ゑ
を
し
の
び
け
む



⑥
お
ぼ
つ
か
な
い
づ
れ
の
の
ち
の
は
る
な
ら
ん

か
す
み
わ
た
れ
る
か
づ
ら
き
の
や
ま

対
樹
待
花

⑦
あ
や
な
し
な
ま
つ
こ
の
し
た
に
吹
風
の

新
熊
野
歌
合
梅

⑧
き
え
の
こ
る
雪
は
い
づ
れ
と
わ
か
れ
ど
も

に
ほ
ふ
に
し
る
し
ま
ど
の
む
め
が
え

中
将
兼
宗
朝
臣
歌
会
梅

⑨
み
な
か
み
に
た
か
れ
の
む
め
や
ち
り
く
ら
ん

を
と
さ
ゑ
に
ほ
ふ
こ
け
の
し
た
み
づ

内
大
臣
良
通
家
に
て
庭
梅
久
芳
と
い
ふ
こ
と
を

⑩
と
き
は
な
る
や
ど
に
し
さ
け
る
梅
の
は
な

断
簡
Ｂ
Ｉ
３
ニ
オ

い
く
よ
の
は
る
を
に
ほ
ひ
か
さ
ね
ん

断
簡
Ｂ
ｌ
２
－
ウ

は
な
し
あ
ら
ば
と
を
ど
ろ
か
れ
ぬ
る

梅
薫
晩
風

⑪
う
ゑ
て
み
る
の
き
ば
の
む
め
に
風
す
ぎ
て

断
簡
Ｂ
Ｉ
４
ニ
ウ

こ
し
ぢ
は
る
か
に
か
へ
る
か
り
が
ね

賀
茂
歌
合
花

⑭
と
し
を
へ
て
を
な
じ
さ
回
回
の
花
の
色
を

田
圃
ま
す
も
の
は
心
な
り
回
回

国
后
宮
に
て
翫
花
年
久
と
い
ふ
こ
と
を

人
々
因
み
侍
し
に

⑮
ふ
く
風
も
の
ど
け
き
み
よ
の
は
な
、
れ
ば

ち
と
せ
の
は
る
も
に
ほ
ひ
か
は
ら
じ

⑯
民
部
卿
闇
幽
家
歌
合
山
花

さ
て
、
こ
れ
ら
断
簡
Ｂ
は
１
～
４
と
し
て
別
個
に
あ
げ
た
が
、
先
に
も

述
べ
た
と
お
り
１
～
４
は
一
枚
の
料
紙
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ね
や
な
つ
か
し
き
た
そ
が
れ
の
そ
ら

繍
中
春
雨

⑫
か
き
く
ら
し
ひ
か
ず
ふ
り
ぬ
る
春
雨
に

を
く
れ
ば
う
け
る
草
ま
く
ら
か
な

帰
鳴
驚
眠

⑬
さ
よ
ふ
か
く
や
ご
え
の
と
り
と
お
ど
ろ
け
ば

１６



で
は
、
断
簡
Ａ
と
Ｂ
に
み
え
る
歌
か
ら
「
公
時
集
」
の
成
立
年
代
を
知

る
手
が
か
り
を
探
し
て
い
く
た
め
に
、
各
々
の
詠
昨
年
次
を
検
討
し
て
み

た
い
。

五
、
「
公
時
集
」
収
載
歌
の
詠
作
年

②
と
⑯
の
「
民
部
卿
家
歌
合
」
の
民
部
卿
と
は
藤
原
経
房
の
こ
と
で
、

断
簡
Ａ
と
断
簡
Ｂ
‐
４
に
も
そ
の
よ
う
に
割
注
が
な
さ
れ
て
い
る
。
経
房

主
催
の
歌
合
は
一
、
で
も
あ
げ
た
よ
う
に
、
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
と

建
久
六
二
一
九
五
）
年
に
催
さ
れ
て
い
る
が
、
②
と
⑯
は
と
も
に
建
久

六
年
の
歌
合
で
の
詠
作
。
⑯
の
歌
本
文
は
「
新
編
国
歌
大
観
」
「
民
部
卿
家

歌
合
建
久
六
年
」
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

五
番
左
（
山
花
）
参
議
公
時

９
こ
れ
を
み
よ
嵐
の
や
ま
の
岩
が
ね
に
一
も
と
匂
ふ
は
な
の
ゆ
ふ
ば
え

マ
マ

④
の
「
慈
円
僧
正
報
音
講
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
く
の
歌
の

詞
書
に
よ
れ
ば
慈
円
に
よ
る
報
恩
識
は
複
数
回
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
都
度

歌
も
詠
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
の
「
寂
蓮
法
師
集
」
に
は
④
の
歌
題
と

同
じ
「
雪
中
聞
法
」
題
で
詠
ま
れ
た
歌
が
み
え
る
。

舎
利
報
恩
講
雪
中
聞
法

脇
わ
し
の
山
名
残
を
あ
と
の
し
る
べ
に
て
雪
ふ
み
わ
く
る
法
の
庭
人

こ
こ
に
み
え
る
「
舎
利
報
恩
講
」
に
つ
い
て
、
慈
円
の
「
拾
玉
集
」
な

ど
の
詞
書
に
よ
れ
ば
「
舎
利
報
恩
講
」
で
歌
が
詠
ま
れ
た
の
は
建
久
二
（
一

一
九
二
）
年
十
二
月
一
一
十
日
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑤
と
⑭
は
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
）
の
禰
宜
で
あ
っ
た
賀
茂
重

保
が
主
催
し
た
治
承
二
（
一
一
七
八
）
年
の
歌
合
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。

⑦
の
歌
題
「
対
樹
待
花
」
は
父
実
国
の
家
集
「
実
国
集
」
（
春
・
５
）
に

１７

幸
い
な
こ
と
に
断
簡
Ｂ
Ｉ
ｌ
に
は
「
春
」
と
い
う
部
立
名
が
書
か
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
は
断
簡
Ｂ
Ｉ
１
と
断
簡
Ｂ
Ｉ
２
の
切
れ
目
の
歌
⑦
、
断
簡
Ｂ

Ｉ
２
と
断
簡
Ｂ
ｌ
３
の
切
れ
目
の
歌
⑩
、
断
簡
Ｂ
Ｉ
３
と
断
簡
Ｂ
ｌ
４
の
切

れ
目
の
歌
⑬
を
み
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
内
容
が
続
い
て
お
り
、

こ
こ
に
断
簡
Ｂ
と
し
て
あ
げ
た
一
連
の
断
簡
に
は
「
公
時
集
」
春
部
の
冒

頭
か
ら
十
二
首
の
歌
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
十
二
首
を
み
て
い
く
と
、
ま
ず
⑤
と
⑥
で
「
霞
」
が
詠
ま
れ
、

⑧
か
ら
⑪
で
「
梅
」
、
さ
ら
に
「
帰
雁
」
「
桜
」
と
つ
づ
き
、
お
お
む
ね
季

節
の
移
り
変
わ
り
に
沿
っ
て
詠
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
春

部
の
冒
頭
と
冬
部
の
一
部
と
い
う
わ
ず
か
な
材
料
で
は
歌
集
の
本
来
の
規

模
な
ど
は
到
底
推
測
し
え
な
い
が
、
春
部
と
冬
部
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

当
然
夏
部
と
秋
部
が
存
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
勅
撰
集
や
部
立

を
持
つ
当
時
の
私
家
集
な
ど
か
ら
鑑
み
る
に
、
四
季
の
部
が
あ
れ
ば
少
な

く
と
も
恋
部
と
雑
部
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。



以
上
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
「
公
時
集
」
の
断
簡
に
つ
い
て
ま
と
め
る

と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

１
、
現
存
す
る
「
公
時
集
』
の
断
簡
は
春
部
十
二
首
、
冬
部
四
首
の
計
十

六
首
。
こ
れ
に
よ
り
公
時
歌
は
従
来
の
勅
撰
集
や
私
撰
集
な
ど
か
ら
知

ら
れ
て
い
た
二
十
六
首
か
ら
三
十
八
首
と
な
っ
た
。

２
、
「
公
時
集
」
の
断
簡
に
春
部
と
冬
部
の
歌
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少

な
く
と
も
四
季
・
恋
・
雑
の
部
立
が
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３
、
父
の
家
集
で
あ
る
「
実
国
集
」
と
の
間
に
歌
題
や
詞
書
の
重
な
り
が

認
め
ら
れ
る
。
「
実
国
集
」
は
春
部
十
一
首
、
夏
部
八
首
、
秋
部
八
首
、

冬
部
五
首
の
他
、
部
立
と
し
て
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
が
、
恋
歌
二
十

首
、
雑
歌
二
十
五
首
、
薬
草
喰
品
歌
一
首
、
祝
歌
一
首
の
計
八
十
首
（
補

遺
三
首
を
除
く
）
の
歌
集
で
あ
り
、
部
立
の
構
成
は
同
程
度
と
考
え
ら

れ
よ
う
か
。

４
、
⑩
歌
は
「
秋
篠
月
清
集
」
蜘
歌
と
同
じ
場
で
詠
ま
れ
た
と
思
し
く
、

集
」
（
春
・
６
）
の
「
待
隣
花
と
云
ふ
心
を
皇
后
宮
に
て
人
人
よ
み
侍
り
し

に
」
と
あ
る
の
と
同
じ
場
で
詠
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、
実
国
が
寿
永
二
年
に

没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
⑮
は
寿
永
元
年
ま
た
は
二
年
の
詠
作
と
な
る
。

お
わ
り
に

１８

同
題
が
あ
り
、
同
じ
歌
会
・
歌
合
な
ど
で
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
詠
作
年
次
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
た
だ
し
「
待
花
」
題
は

同
時
期
に
多
く
、
必
ず
し
も
同
じ
場
で
詠
ま
れ
た
と
も
い
え
な
い
。

⑨
の
「
中
将
兼
宗
朝
臣
歌
会
」
は
未
詳
。
藤
原
兼
宗
は
長
寛
元
（
一
一

六
三
）
年
に
生
ま
れ
、
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
に
没
す
る
。
極
官
は
正

二
位
大
納
言
で
あ
る
が
、
中
将
で
あ
っ
た
の
は
文
治
三
（
一
一
八
七
）
年

か
ら
正
治
二
（
一
二
○
○
）
年
三
月
六
日
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
間
に
開
催

さ
れ
た
歌
合
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑩
の
「
内
大
臣
良
通
」
は
後
京
極
良
経
の
兄
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）

年
に
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
四
（
一
一
八
八
）
年
に
没
す
。
良
経
の
「
秋

篠
月
清
集
」
に
同
題
で
詠
ま
れ
た
歌
が
あ
り
、
⑩
と
同
じ
歌
会
で
詠
ま
れ

た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
同
集
の
細
～
叩
は
歌
会
で
詠
ま
れ
た
歌

が
並
ぶ
歌
群
で
あ
る
が
、
他
の
歌
と
は
違
っ
て
「
庭
梅
久
芳
」
題
で
詠
ま

れ
た
蜘
歌
に
は
歌
会
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
秋
篠
月
清
集
」
棚
歌
は

「
公
時
集
」
⑩
歌
の
詞
書
に
よ
っ
て
詠
作
の
場
を
補
う
こ
と
が
で
き
う
る
だ

ろ
う
。

⑮
の
詞
書
「
皇
后
宮
に
て
翫
花
年
久
と
い
ふ
こ
と
を
」
の
「
皇
后
」
に

傍
記
さ
れ
た
注
は
た
い
へ
ん
判
読
し
が
た
い
が
、
「
段
富
門
院
」
と
よ
ん
で

差
し
支
え
な
か
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
段
富
門
院
が
皇
后
と
呼
ば
れ
た
の
は

寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
か
ら
文
治
三
（
一
一
八
七
）
年
の
間
で
、
「
実
国



公
時
略
年
表

「
公
時
集
」
に
よ
っ
て
「
秋
篠
月
清
集
」
剛
歌
が
詠
ま
れ
た
歌
会
を
補
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

５
、
各
々
の
詠
作
年
次
を
検
討
し
て
き
た
結
果
、
現
時
点
で
の
「
公
時
集
」

成
立
の
上
限
は
民
部
卿
家
歌
合
が
開
催
さ
れ
た
建
久
六
（
一
一
九
五
）

年
で
、
下
限
は
兼
宗
が
中
将
で
あ
っ
た
正
治
二
（
一
二
○
○
）
年
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

注
（
１
）
田
中
登
氏
「
古
筆
切
の
国
文
学
的
研
究
」
（
平
成
九
年
風
間
書

一
房
）

（
２
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
「
古
筆
切
拾
遺
（
二
）
」
（
平
成
二
十
一
年

朝
日
新
聞
社
）

（
と
の
も
と
よ
し
み
／
本
学
博
士
課
程
・
後
期
課
程
単
位
修
得
）

1９

一
一

○○九九八 八八八八七五
○ 九○五一八七 六 三 八七

西
暦

保
元
二

治
承
二

寿
永
元二

文
治
二四三

建
久
二｛

ハ

正
治
二

承
元
三

承
久
二

元
号

生賀
茂
社
歌
合
。
⑭

月
詣
和
歌
集
（
⑭
）

歌
合
（
経
房
主
棚
）

千
戦
集
（
⑭
）

玄
玉
集
（
こ
の
頃
）

民
部
卿
家
歌
合
②
⑯

石
清
水
若
宮
歌
合

出
家

没
享
年
六
十
四

出
来
躯
・
歌
合
・
収
戦
歌
染

般
窟
門
院
皇
后
宮
と
な
る
⑮

実
国
没
（
実
国
集
こ
れ
以
前
）
⑦

良
通
任
内
大
臣
⑩

股
符
門
院
皇
后
宮
（
こ
の
年
ま
で
）
（
⑮
）

良
通
没
（
⑩
）

慈
円
報
恩
識
④

兼
宗
中
将
（
文
治
三
～
）
⑨

公
時
染
の
記
述


